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Ⅰ．背景
少子高齢化の日本は医療・福祉の分野で質の高い
看護を求めている。質と量の確保のため，看護師養
成機関の高度化，専門・認定看護師制度の設立，潜
在看護師の再就職支援，新規看護師の臨床研修の充
実，外国からの看護師の就職促進など，機関や国で
様々な試みを行っている。
一方で，地域に密着した診療所や介護老人福祉施
設，居宅サービス事業所で就業し，地域に暮らす人々
や高齢者の健康を守る看護師の半数を准看護師が担
っている。看護師2年過程通信制（以下通信制）は
通学制と違い，看護師養成所のない地域でも就業し
たまま看護師教育を受けることができ，それはひい
ては地域の医療・福祉の質を高めることにつながる
と期待されている。制度開始から5年目の2009年度
の通信制での看護師資格取得者は3千人を越え，看
護師2年過程資格取得者の4分の1を占めるように
なり，通信制は看護師養成に対し一定の成果を上げ
ているといえる。
通信制はわが国の長い看護師養成制度で初めて採
用された遠隔教育である。情報を簡易に伝達できる
ツールを使用する教育方法はこれからも発達の可能
性があり，看護師教育においても，通信制の必要性
は高まってくると考えられる。地域の看護の質を高
めるためにも，通信制の効果的な運用を行い制度の
定着，発展を図る必要がある。
しかし，制度が開始された5年間で現在の通信制
に改善すべき点が多く存在することが明らかになっ
てきた。通信制の現場や関わった人たちがそれぞれ
の立場で個々に課題提起を行っている。過密なカリ
キュラム，業務の頻雑さや学生への支援の在り方，
教員や添削指導員の不足，など，改善点は多方面に
わたっているが，それらを整理し対策を立案する必
要があると考えられた。
Ⅱ．目的
2009年までに発表された通信制に関する文献をま
とめ，現在の通信制の課題を明らかにすることを本
研究の目的とした。同時に，文献を通して対策を探
り，立案することを目的とした。
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issues are the steps that schools offering correspondence courses should take,an improvement of the
student environment and a clarification of the administrative guidelines.
KEYWORDS : Correspondence courses Nurse education Assistant nurse Remote education Community
welfare
四国大学紀要，A41：11－18，2013
Bull. Shikoku Univ. A41：11－18，2013
― １１ ―
】Ｓｅｒｖｅｒ／ＯＴＦ　四国大学紀要　Ａ４１号　Ｂ３８号／●ＯＴＦ　Ａ４１号　横／０２　藪内美智子　　　　　Ｐ１１－１８
Ⅲ．研究方法
1．研究期間
2009年8月～11月
2．文献の抽出方法
文献については「看護」「2年通信制」をキーワー
ドに日本看護協会の最新看護索引 Web 看護文献
データベース（看護教育研究センター図書館編），「J
−Dream Ⅱ」科学技術文献検索システム｛科学技術
振興機構（JST）提供｝や，CiNii（NII論文情報ナ
ビゲータ［サイニィ］）から検索を行い，収集を行
った。文献が少なかったため，該当した文献に記載
された参考文献からも看護師2年通信制を研究対象
とした文献の検索を行った。
3．分析方法
抽出された文献を精読し，それぞれの文献が検討
している課題を分類した。また文献を参考に対策立
案を行った。
Ⅳ．結果
1．調査対象となった文献
対象とした文献は2003年から2009年までの28件で
あった。通信制が始まった2004年以前に発表された
文献は10件であり，通信制が開始された後に発表さ
れた文献は18件であった。（表1）
2．文献にあげられた課題の分類
対象とした文献の扱っている通信制の課題は次の
7つに分類できた。（重複あり）
①カリキュラムの開発に関するもの 4件
②学習システムの開発に関するもの 4件
③学習システムの現状調査に関するもの 9件
④学生支援に関するもの 7件
⑤通信制の現状を整理したもの 3件
⑥学習システムや環境の調査に関するもの 1件
⑦その他 5件
3．文献にあげられた課題
①と②は4件ずつであり，通信制を実施するため
に各養成校がどのような目的や目標を立ててカリキ
ュラムや学習システムを構築したか，についての文
献である。これらの文献からは各養成校がそれぞれ
の得意な分野や他課程で構築されたノウハウを活か
して独自性のある通信制教育を目指していることが
読み取れる。
③の文献は9件と一番多く，主に①②の文献の養
成校の試みに対しての現状や，他校の現状が調査さ
れ報告されている。ここでは実際に実施して実感し
た課題点が多く上がっている。まずは学生たちのス
ケジュールの過密さである。社会人の学生にとって
指導教員が傍にいない通信制のシステムは慣れるま
で時間がかかる。勉強時間の確保の困難さや，通信
制は孤独になりがちなことから学生の学習意欲が継
続されにくい。カリキュラムをこなすための必要な
休暇が取れない状況にある学生が存在することも課
題にあげられている。
また，見学実習施設の確保と実習指導者との目的
の共有の困難さも各養成校共通の悩みである。他に
も国家試験対策の時間が不足していることも課題に
あがっている。
教員の面からは，通信制の特徴から業務が頻雑で
面接授業も広い範囲で行うため負担が大きい。添削
指導員の人材確保の課題もある。唯一の対面である
面接授業もそれぞれの養成校が効果的な活かし方を
模索している。そして，学生が身につけた知識や技
術の評価が行えていないことや，臨床の場で応用で
きるかなどの検証ができていないということも課題
に上がっている。
④学生の支援に関する課題をあげた文献は7件で
ある。支援が必要な問題は経済的，家庭環境が多い。
通信制の学生は30～50代の子育て世代が多く，進学
したいという希望があっても経済的，時間的，体力
的，精神的余裕がないという現実が報告されてい
る。また，在学生についても同様の困難を乗り越え
つつ学習を継続させていくためにどのような支援が
必要かが問われている。
⑤の通信制全体の現状を整理しているものは，通
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信制が発足した時点ですでに課題と考えられている
内容をまとめたものが2件，発足して2年後に書か
れたものが1件である。
先の2件は通信制と准看護師から看護師への移行
教育との関係が明確でないことを課題としている
他，運営が民間養成校任せで行政がリーダーシップ
を取っていないことへの懸念があげられている。過
密なスケジュールや国家資格試験との学習バラン
ス，実習施設の確保の困難さ，また学生への経済的，
環境的支援が整っていないことなども課題に上がっ
ており，これらは実際に通信制が実施されてから現
実となっている。
後の1件では上記の課題の他に，教員の不足，添
削指導員の資質，看護師資格取得後の待遇に差があ
ること，なども上げられている。
⑥の学習システムや環境の調査に関する1件で
発表年 論文タイトル 発表者 掲載誌
2003 ペーパー・ペイシェントによる教育方法・教育評価1） 坪倉 繁美 他 看護教育44
2004 准看護師の看護協会へ期待される支援のあり方2） 斧 幸枝 他 日本看護学会抄録集看護教育35
2004 准看護師のニーズに応える教育の展開3） 横川 正子 他 看護展望 vol.29
2004
「ブロードバンド放送講義」による新しい看護教育の展開
－2年課程通信制でのインターネット授業―4） 松井 惠子 他 看護展望 vol.29
2004 2年課程通信制教育のスタートにあたって 福岡看護専門学校5） 江川 万千代 他 看護教育44．Vol.45
2004 准看護師の夢を現実に 初の通信制看護師養成所を併設して6） 若佐 民子 他 看護教育44．Vol.45
2004 東亜大学学園付属看護学院（山口県）の開校にあたって7） 大石 賢二 他 看護教育44．Vol.45
2004 2年課程通信制への期待と懸念 准看護師養成停止の突破口になりうるか8） 林 千冬 看護教育44．Vol.45
2004 2年課程通信制の内容と現状、今後の課題9） 井上 久 看護実践の科学
2004 学生の利便性を考慮したカリキュラム編成 福岡看護専門学校10） 江川 万千代他 看護展望 Vol.29
2005 二年課程通信制への進学支援 ―入学を希望する准看護師の準備状況11） 成田 澄江 他 日本看護学会抄録集看護総合36
2006 2年課程通信制教育・ブロードバンド授業と看護師国家試験に関する調査12） 牛島 由子 他 日本看護学会抄録集看護総合37
2006 東京都で初めての通信制として13） 加賀谷 紀子 看護教育 Vol.47 No.12
2006 道内10か所の地域学習会を開催して14） 中里 啓子 看護教育 Vol.47 No.12
2006 印刷教材による課題レポートが基本15） 甲斐 泰子 看護教育 Vol.47 No.12
2006 放送大学とのタイアップでスタート16） 宮原 紀代美 他 看護教育 Vol.47 No.12
2006 ブロードバンドによる授業を中心に17） 岡田 久子 看護教育 Vol.47 No.12
2006 「看護師2年課程通信制」3年目の評価と課題“看護”を変える起爆剤となりうるか18） 中島 幸江 看護教育 Vol.47 No.12
2006 2年課程（通信制）修了生の動向19） 宮原 紀代美 他 看護 58
2007 短期大学における2年課程（通信制）の教育の意義と課題20） 長尾 厚子 他 神戸常盤短期大学紀要 29
2008 看護師2年課程通信制進学のための就学支援策の検討21） 水上 美津子 他 日本看護学会論文集看護管理38
2008 通信制看護学校で学ぶ学生のＷＥＢサイトの活用状況と学習意欲の相互関係22） 新美 純子 他 日本看護学会抄録集 看護教育39
2008 看護師2年課程通信制の看護実践能力習熟度に関する考察23） 長崎 功美 他 日本看護学会抄録集 看護総合39
2008 短期大学における2年課程（通信制）の学習継続上の問題点と学習環境の検討24） 金川 治美 他 日本看護学会抄録集 看護管理39
2008
病院に勤務する准看護師の看護師養成所2年課程（通信制）進学の
希望の有無とその影響要因25）
狩谷 恭子 他 日本看護学会論文集 看護総合39
2008 看護師2年課程通信制に在学する学生の学びへの意識と支援に関する研究26） 天野 勢子 他 日本看護学会抄録集 看護管理39
2009 新たな看護師養成「2年課程通信制」における教育の現状27） 中島 幸江 他 日本看護学会論文集 看護教育39
2009 2年課程通信制の学生が実感する2年間の自己成長28） 島田 京子 他 日本看護学会論文集 看護教育40
表1．文献研究の対象とした文献一覧
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は，通信制全体の課題として卒業率の低下，物的人
的教育環境の不足，面接授業の少なさや実習施設の
確保の困難さ，また，学校経営の面からの分析がな
いことを課題にあげている。
⑦のその他の2件では，学習効果を高めるために
教員や学生の交流をどのように行うかなどが課題と
なっている。
卒業後の待遇の調査では看護師資格を取得しても
評価されないなど，職場の待遇の課題が報告されて
いる。国家試験対策についての調査では十分な勉強
時間や休暇が取れないなどが上がっていた。
4．文献からまとめた通信制の課題
以上の文献から通信制について，課題となってい
る点は次のように分類された。
1・学生側の課題
学習時間の確保 モチベーションの維持 学習
姿勢 など
2・学習システムの課題
業務の頻雑さ教材の課題 面接授業のあり方
国家資格試験とのバランス 卒業率の低下 など
3・学習環境の課題
実習施設の確保 専任教員・添削指導員の質，
量の確保 など
4・学生支援の課題
経済的支援 職場環境的支援 など
5・調査，評価の課題
教育効果の評価 資格取得後の待遇 学校経営
における費用対効果の課題など
Ⅴ．通信制の課題と対策についての考察
1．通信制養成校が中心となって行うべき対策
現在，各養成校が独自のノウハウや経験を活かし
て，さまざまな対策に乗り出している。まずは各養
成校が自分たちの経験や情報をまとめ，他校との情
報交換や対策の連携を行う必要がある。養成校が中
心となって進めるべき対策を次にまとめた。
1）教員の業務の整理
通信制における郵送の手間，印刷資料の作成，面
接授業が遠方で行われること，施設実習先の確保な
どが大きく関わってきていると考えられる。専任の
事務員の雇用やインターネット上のホームページな
どからの資料の配布，場所を問わない面接授業を増
やすために web 授業，インターネット電話の活用
などによって業務量の改善が図ることができると考
えられる。
2）フレキシブルな対応の出来る養成校のあり方
通信制の2年制を3年間で修学させる独自のカリ
キュラムを立てている養成校も発足した。このよう
な柔軟性のある養成システムの導入が望まれる。放
送大学以外にも授業単位の相互認可のできるような
システムや，各学生がおのおのの希望に沿って学習
しやすい環境が整えられるよう，フレキシブルな対
応の出来る養成校のあり方が必要になってくる。
3）養成校同士の技術提供や連携・協力
全国各地に学生を持つ養成校は実習施設の確保
や，遠方での面接授業の開催など，教員学生ともに
負担が大きい。そこで養成校同士で連携をとり現地
にある養成校の協力を仰ぎ実習施設の確保や共有を
行うことや，面接授業の共同開催など，現実可能な
部分での協力体制の構築が必要になると考えられる。
4）専任教員・添削指導員の質，量の確保
専任教員においては通信制のシステムに沿った独
自の研修を行うべきである。添削指導員については
通学制の「実習指導者講習会」に相当する，通信制
独自の研修を行うなどの対策を立てる必要がある。
またプリセプター制度の導入などを行い，知識や技
術の理解，向上，維持に努める。量の確保について
は，添削指導員の仕事量や立場を保障することによ
って，専門の添削指導員を養成し長期に確保するこ
とが望ましい。
2．学生を取り巻く環境の改善
通信制の学生は時間的，経済的，家庭的，職場的
にさまざまな困難を乗り越えつつ，勉学を続けてい
る。進学や卒業に挫折することがないよう，様々な
対策が求められている。学生を取り巻く支援につい
て述べる。
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1）通信制独自の教材の開発
通信制が実施される以前から，通信制独自の共通
の教材が開発されていないことが問題視されてい
た。特に，紙上事例演習の看護過程展開に用いる適
切なテキストがなく，初めて接する学生たちが教師
の対面授業なしでは理解が難しいのが現実である。
このことから通信制紙上事例演習を中心に置いた，
通信制独自の共通の教材の開発が急がれる。紙上事
例演習は視覚から得る情報がないことが学生の想像
力を弱める一因とするならば，これを補う方法も考
える必要がある。インターネット上や DVDで実際
の患者の様子を映像化したものを学生に提供すると
いうやり方である。現在，このようなやり方は多く
の遠隔教育に取り入れられている。このような方法
を様々な媒介を通して有効な演習として方法を広げ
るのも一案である。臨地実習以外の分野は全てイン
ターネットで独自のブロードバンド授業を配信して
いる養成校もある。
2）時代に合った連絡ツールの開発
独自のブロードバンド授業をインターネットで配
信し，一定期間内であれば24時間視聴できるシステ
ムを整えている養成校や，eラーニングの補助教材
を配信している養成校も少ないがある。これらは郵
送の必要時間を省き，タイムリーに学生に届くこと
で待機時間の有効利用に繋がり，学習意欲の維持に
つながる。使いやすい全国共通のツールがあれば，
オリエンテーション，指導の方法など共有し業務の
整理にもつながる。誰もが用いる携帯電話を用いた
方法も模索していける。
3）ホームページの活用
ほとんどの養成校が独自の情報誌を発行してお
り，学生の交流や情報の発信を心がけている。この
他にも通信制学生の交流の場としてホームページが
活用されており，学習意欲を高めモチベーションを
保つためにも有効とされている。パソコンの普及し
た現在の状況からこれからは郵送資料と同様に，あ
るいはそれを上回ってインターネットを連絡や交流
のツールとして使用する度合い大きくなっていくと
思われる。それに伴い，使いやすく分かりやすいホー
ムページの作成や，インターネットに馴染みのない
学生への活用オリエンテーションなどの指導が必要
になる。そのための専門的知識やホームページや
ツールを開発運営する人材の養成も欠かせない要件
となる。
4）経済的，環境的支援
各県で看護師養成のための奨学金制度が整備さ
れ，平成21年度からは通信制が教育訓練給付制度の
対象となった。平成21年から日本看護協会が通信制
の学生を対象に奨学金制度を開始した。各地の医療
生協労働組合や厚生協会，または病院の労組なども
独自に通信制の学生に奨学金や助成金の制度，有給
休暇として保証するなどの支援を独自に展開してい
る。また，養成校によっては地元の銀行や信販会社
と提携して学資ローンを希望者に紹介したり，遠方
の学生のために安価な宿泊施設を提供するところも
ある。このような支援の輪を広げ，希望する学生た
ちに行き渡るように整備することが必要である。
3．行政のガイドラインの明確化
看護師養成をどのように行うか，公共性の高い課
題であり政策の在り方により解決できる課題は多
い。国や地方自治体がこの通信制を始め看護師教育
にどのように取り組んでいくか，ガイドライン作り
が必要である。
1）学生援助の指針
学生への経済的，環境的支援が広がりつつあるこ
とは上で述べた。しかし，地域や組織による差が大
きい。全ての学生へ均一で公平な支援が行き届くこ
とを考えれば，行政がリーダーシップをとって，こ
れらの経済的，職場環境的支援を法的に整備して一
括化すべきであると考える。
2）実習施設の指定
全国のあらゆる場所に学生が存在している通信制
養成校にとって実習施設の確保は難しい状況であ
る。市や県がそれぞれの地域での実習施設の指定を
行い，学生は自分の所在地で勤務や生活に沿って選
択できるようにすれば，各養成校が独自で交渉し趣
旨を説明し協力を要請する必要がなくなる。教員の
業務の軽減に繋がり，実習施設も複数の養成校と同
じような交渉が不要となる。
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3）全国的な調査と情報や技術の蓄積
通信制が施行され数年で閉科する養成校もある。
それぞれの養成校独自の調査はされているであろう
が，全国的な調査は一個人や施設ではできない。調
査が行われていないために対策が立てられていない
ことも多い。卒業率の低下，資格取得後の待遇教育
効果の評価，学校経営における費用対効果など国が
全国的な調査を行い，大きな差があれば是正を指導
する必要があると考えられる。そのことによって，
通信制のよりよい改善がなされていくことを期待で
きる。
そして，現在急がれるのは，これまでの通信制に
取り組んだ各養成校の技術をどのように調査して蓄
積し残していくか，の課題である。この制度のみな
らず今後，看護教育に通信制を始まりとした遠隔教
育がどのように活かされていくかの大切な基礎とな
りうるからである。そのためにも国が中心となっ
て，これらの全国的な調査を行うことが望まれる。
4）啓蒙
国が中心となって国民や看護界へ啓蒙を行い，進
学への理解を深めることも准看護師の進学支援の大
きな力となるはずである。准看護師が看護師にステ
ップアップすることは決して個人の課題ではなく，
現在の高齢化を地域で支えるための地域医療福祉に
とって欠かせない要件であるとの認識の一致が必要
である。
Ⅵ．結論
本研究では通信制に関する文献28件より，施行6
年目での通信制の課題をまとめ，対策の考察を行っ
た。課題は，学生側の課題，学習システムの課題，
学習環境の課題，学生支援の課題，調査の課題の5
点に分類できた。その対策として，通信制養成校が
中心となって行うべき対策，学生を取り巻く環境の
改善，行政のガイドラインの明確化の3点が必要な
施策であることが考えられた。これら課題に取り組
むことによって，看護師教育の通信制をより効果的
な教育方法として活用していくことができると考え
られる。それはこの国の地方の医療福祉の質を高
め，地域住民のニーズに応えていける看護の力の育
成につながっていく。医療福祉は日々進歩し時代と
共に変わっていく。看護師もまた生涯学習を続けて
いかなければならない職業である。看護師養成だけ
ではなく，より高度な看護を学び活かす遠隔教育に
繋げていくためにも効果的な通信制の改善，技術や
知識の構築が期待される。
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抄 録
少子高齢化の日本は医療・福祉の分野で質の高い看護を求めている。2004年から施行された看護
師2年過程通信制は地域福祉の質を高めるものとして期待されている。
本研究では通信制に関する文献28件より，施行6年目での通信制の課題をまとめ，対策の考察を
行った。課題は，学生側の課題，学習システムの課題，学習環境の課題，学生支援の課題，調査の
課題の5点に分類できた。その対策として，通信制養成校が中心となって行うべき対策，学生を取
り巻く環境の改善，行政のガイドラインの明確化の3点が必要な施策であることが考えられた。
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